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潜英峰氏の博士論文『日本におけるニューカマ}中学生の異文化適応に関する考察』において、グロ}パノレ化の進
行に伴い、現代日本の社会にとって益々重要性を帯びる問題が論じられている。本論文の著者は、2009年の4月から2012
年の10月までの約3年半にわたり、大阪府の2つの公立中学校でフィールド調査を実施し、参与観察、半構造化インタ
ビュー、記述アンケート等の調査方法で得られたデータを修E版グラウンデッド・セオリー・アプローチ (M-GTA)を
用いて分析した。
潜英崎氏の論文は、論理的であり、データがよく整理され、明快な日本語で書かれている。恒吉 (1996)児島 (2006)
など日本の学校文化のネガティヴな側面に焦点を当てる先行研究に比べ、本論文の特徴は、 NC生徒の受け入れに対す
る日本の学校の現状を批判することよりも、共生の問題に対し、むしろ建設的なアプローチを推進していることにあ
る。フィーノレドでエスノグラフィー的な調査方法を利用した播英峰氏の論文には、日本の学校における中国系NC生徒
の振舞いに関する多数の具体的な事例が提示され、中国系NC生徒各々の適応のストラテジーが浮き彫りにされている。
データ分析にM-GTAの方法論を用いた潜英峰氏の研究は、大阪府の二つの学校のケーススタディであるが、一貫した
方法論に基づく調査で得られたデータには普遍的な価値もあり、日本の学校の未来像を求める研究者や自治体や学校
の経営者のための有益な資料が提示されている。
本論文は、 8章から構成されている。第 1-3章では、外国人の受け入れに関する日本の事情、日本におけるNC生徒
に関する統計学的なデー夕、先行研究の批判的分析及び日本の学校におけるNC生徒が直面する問題が概観され、本研
究の理論的な枠組みが明らかにされている。第4章「公立中学校を生きる来日初期のニューカマ一生徒の学校適応」、
第5章「目中学校文化の差異がもたらすニューカマー生徒の学校適応への影響」、第6章「家庭状況と教師の役割が学
校文化への適応にもたらす影響」は、本研究の中核をなすもので、その中に、中国系配生徒一人一人の学校生活、当
学校の教員や生徒とのかかわり方などが事例とインタピューデータに基づき論じられている。在籍学級や国際教室に
おける中国系NC生徒の有り様、学校祭やスポーツクラブなど、学校のすべての取り組みだけでなく、家庭や地域との
係わりでも来日初期の中国系配生徒の異文化適応過程が究明されている。
第7章では、国際教室(日本語教室)の機能と、その利用活性化の可能性が明らかにされている。第8章では、日本
の中等学校における中国系NC生徒の適応過程に影響を与える要因が30のカテゴリーに整理され、 「個人的要因J、 「組
織的要因」、 「家庭的要因」、 「杜会文化的要因」といった4つのグループにまとめられ、その分類の結果が分かりや
すい図表で示され、中国系NC生徒支援の充実に向けて具体的な提案としてNC生徒の「連鎖的支援」のモデルが提示さ
れている。
このように、播英峰氏は、日本の中学校における中国系配生徒の異文化適応過程を考察し、上記の生徒遣の異文化
適応過程に影響を与える要因を詳細に分析し、 NC生徒の受け入れ体制の改善をはかるNC生徒の総合支援システムの構
築を提案している。したがって、本論文が日本社会の切実な問題の解決に貢献をし、理論的な意義だけでなく、実践
的な意義もあると言えよう。
潜英峰氏の論文には、先行研究の取り扱いや日本語の使用において若干の不備があるものの、博士(言語文化学)
の学位論文として十分価値のあるものと認める。
